
解 答
[１] 問１ ア・ウ 問２ 観察した日付

問３ ア 問４ エ

問５ ４００

[２] 問１ ａ 震度 ｂ １０ ｃ マグニチュード

問２ エ 問３ 記号 ア 構造名 正断層

問４ イ 問５ ２８

[３] 問１ 右図

問２ イ 問３ エ

問４ １５ 問５ イ

問６ オ

[４] 問１ ２００ 問２ ５０

問３ ２ 問４ ４５０

問５ ４０ 問６ ウ

解 説
[１] 問３ モンシロチョウの幼虫は４回脱皮して終令幼虫になり，さらに羽化するときに脱皮をします。

問５ ２回目に捕獲されたチョウ１００匹に印のあるチョウが２０匹ふくまれていたことから，この畑のチョウ

全体にも同じ割合で印をつけたチョウがいると考えられます。１回目の捕獲で印をつけたチョウは８０匹だっ

たので，総個体数は４００匹（１００× ）と推定されます。
８０
２０

[２] 問５ 地点Ａに大きなゆれを起こすＳ波がとどいたのは，地震発生の３秒後（１２÷４）です。緊急地震速報が

発表されたのも地震発生の３秒後になるので，地点ＢにＳ波がとどいたのは地震発生の７秒後（３＋４）にな

ります。したがって，地点Ｂは震源から２８㎞（４×７）離れていることになります。

[３] 問２・３ 図１で，内側にある輪Ａの膨張する割合の方が外側にある輪Ｂの膨張する割合よりも大きいとき，Ａ

とＢははずれません。反対に，Ａの膨張する割合の方がＢの膨張する割合よりも小さいとき，ＡとＢははずれ

ます。表から，＜実験１＞で使った金属を膨張する割合の大きいものから順に並べると，アルミニウム→銀→

銅→鉄となります。＜実験２＞で，ストローの回転角は，膨張する割合の大きい金属ほど大きくなります。

問４ ＜実験２＞で銅の棒は０.１６５㎜（２０× ×０.００１６５）のびます。この長さと同じだけストロ
５０
１０

ーをさした針が回ります。針の円周の長さは２㎜なので，０.１６５㎜回ったときの角度は約１５度（３６０

×０.１６５÷２÷２＝１４.８５）になります。

[４] 問３ 図３で，距離Ｘがａ㎝のときはおもりＰの上の面が水面にあることを表します。おもりＰの高さは５㎝

（５０÷１０）で，おもりＰがすべて水中に入っているときの水面の高さは７㎝（(３００＋５０)÷５０）で

あることから，ａは２㎝（７－５）です。

問４ おもりＰがすべて水中に入っているので，おもりＰが水から受けている浮力５０ｇ以外の重さが台はかり

にかかります。したがって，台はかりは４５０ｇ（３００＋２００－５０）を示します。

問５ 図３より，距離Ｘが４㎝のときのばねののびは３.５㎝とわかります。このときばねにかかる力の大きさ

は１７５ｇ（１００×３.５÷２）なので，動滑車の両側の糸にはそれぞれ１００ｇ（(１７５＋２５)÷２）

の力がかかっています。したがって，おもりＱの重さは４０ｇ（１００×４÷１０）です。

問６ 動滑車は作用点が支点と力点の間にあります。てこの３点がこのような並び方をしているのは，せんぬき

だけです。
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